
施工箇所

青森県上北県土整備事務所 管内図 その２

令和８年度

工 事 番 号

施 設 名

施 工 箇 所

図 面 番 号 16

縮尺

葉中

上北県土整備事務所

青　森　県

位 置 図

十和田市大字奥瀬　地先

－

環境　第  6981  号

子ノ口港（宇樽部地区）

十和田八幡平国立公園環境上質化
（宇樽部地区船舶撤去）工事
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上北県土整備事務所

図面番号 6　葉中　2

令和８年度 十和田八幡平国立公園環境上質化

路 線

施工箇所

河 川
名

工事番号 環境 第 6891 号

青　森　県

十和田市大字奥瀬 　　地先

子ノ口港（宇樽部地区）

（宇樽部地区船舶撤去）工事
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鋼矢板SP-5L型

標　準　部 桟　橋　部

L=19.500(+1.0m)

鋼矢板SP-5L型
L=18.500

港湾築堤マット
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仮　締　切　工　詳　細　図

縮尺　　図示仮締切工詳細図

上北県土整備事務所

図面番号 6　葉中　3

令和８年度 十和田八幡平国立公園環境上質化

路 線

施工箇所

河 川
名

工事番号 環境 第 6891 号

青　森　県

十和田市大字奥瀬 　　地先

子ノ口港（宇樽部地区）

（宇樽部地区船舶撤去）工事

(　参　考　図　)
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備考使用部材名称 材質

桁　受 H-400x400x13x21 SS400

主　桁 H-400x400x13x21 SS400

[-200x80x7.5x11 SS400ｽﾞﾚ止め

SS400支持杭 H-400x400x13x21 L=21.000
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仮　桟　橋　詳　細　図 　( 1 )
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縮尺仮桟橋詳細図(１)

上北県土整備事務所

図面番号 6　葉中　4

令和８年度 十和田八幡平国立公園環境上質化

路 線

施工箇所

河 川
名

工事番号 環境 第 6891 号

青　森　県

十和田市大字奥瀬 　　地先

子ノ口港（宇樽部地区）

（宇樽部地区船舶撤去）工事

(　参　考　図　)
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調 査 名 令和7年度 繰委第6981号 子ノ口港（宇樽部地区）地質調査・設計業務委託

事業・工事名

ボーリング名 Bor-1 調査位置 青森県十和田市大字奥瀬 地内 北 緯40ﾟ 26' 51.401"

発注機関 青森県上北県土整備事務所 調査期間令和 8年 3月 2日 ～ 8年 3月  日東 経140ﾟ 56' 09.306"

調査業者名
株式会社 アイテック

電話(0176-54-4011)
主任技師 鈴木 達明

現 場
代理人

鈴木 達明
コ ア
鑑定者

津嶋 雅和
ボｰリング
責任者

津嶋 雅和
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試錐機 東邦製 D0-C型
ハンマー
落下用具

半自動落下型

総掘進長  21.45m エンジン ヤンマー製 NFD-10型 ポンプ 東邦製 BG-3B
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桟橋の床面から海底までの深度は7.
15ｍ。
暗褐色～黒灰色を呈するシルト層。
腐食物を混入する。
深度3.20mから色調が黒灰色に変化
する。
深度3.40m付近、細砂を挟む。

シ

ル

ト

暗

褐

灰～

黒

灰

非

常

に

柔

ら

か

い

暗灰色を呈する軽石混じり砂層。
φ2mm～20mm程度の軽石を混入する。
砂の粒径は不均一。
深度4.30m付近、φ30mm程度の亜円
礫を点在する。

軽石混
じり砂

暗

灰

緩い
～中
位の

暗灰色を呈する砂礫層。
亜角礫と亜円礫を主体とする。
φ10mm～30mm程度の粒径主体。
最大粒径はφ70mm程度。

砂

礫

暗

灰

中

位

の

暗灰色を呈する礫混じり砂層。
砂の粒径は不均一。
φ2mm～5mm程度の亜円礫を混入す
る。
φ2mm～10mm程度の軽石を混入する。
深度10m付近、φ10mm～20mm亜円礫
を所々に混入する。

礫

混

じ

り

砂

暗

灰

中

位

の

砂

礫

軽

石

混

じ

り

砂

礫

混

じ

り

砂

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

-7.25
3/2

-5.90
3/4

-5.85
3/3

-5.10
3/6

-4.65
3/9

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.00

2.00

2.15

3.00

3.15

3.50

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

10cmごとの

打撃回数

0

～

10

1

20

3

7

5

4

8

7

8

7

7

8

6

6

6

6

10

～

20

1

15

3

6

4

4

8

7

8

7

6

9

7

6

6

6

20

～

30

3

6

5

5

8

9

8

7

5

8

6

7

7

6

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

0

ハンマー自沈100

0

ハンマー自沈85
2

35

9

30

19

30

14

30

13

30

24

30

23

30

24

30

21

30

18

30

25

30

19

30

19

30

19

30

18

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

0

0

2

9

19

14

13

24

23

24

21

18

25

19

19

19

18

原位置試験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

3

2

3

3

3

4

H.W.L　+1.667

L.W.L　±0.000

地盤線

仮　桟　橋　詳　細　図 　( 2 )

S=1:100(A1)

S=1:200(A3)
縮尺仮桟橋詳細図(２)

上北県土整備事務所

図面番号 6　葉中　5

令和８年度 十和田八幡平国立公園環境上質化

路 線

施工箇所

河 川
名

工事番号 環境 第 6891 号

青　森　県

十和田市大字奥瀬 　　地先

子ノ口港（宇樽部地区）

（宇樽部地区船舶撤去）工事

仮桟橋鋼材数量計算書

用途
名称・寸
法・仕様

@
mm

⾧さ
m 員数

単位質量 質量
ton

ｼﾞｮｲﾝﾄ
ヶ所/本 適用

kg/m kg/pc

仮桟橋  2
00tクロー
ラークレー
ン

45.00

上部工

覆工板 DK-1,000x3,
000 (N)

135 624.0 84.240 H400用

覆工ｽﾞﾚ留 ［-200x80x7
.5x11

9.00 10 24.6 2.214

両側
覆工ｽﾞﾚ留 ［-200x80x7

.5x11
6.00 24.6

覆工ｽﾞﾚ留 ［-200x80x7
.5x11

9.00 2 24.6 0.443

端部

主桁 H-400x400
x13x21

10.00 16 172.0 27.520

主桁 H-400x400
x13x21

6.00 4 172.0 4.128

下部工

桁受け H-400x400
x13x21

12.00 19 172.0 39.216 stp 18枚/本

ｽﾃｨﾌﾅ PL-356x190
x12

342 6.4 2.189 19x18

支持杭 H-400x400
x13x21

21.00 95 172.0 343.140 1

杭頭ﾌﾟﾚｰﾄ PL-500x500
x12

95 23.6 2.242

継手板 FPL-12x40
0x810(φ25
-24穴)

190 30.5 5.795 95x2=190

継手板 FPL-16x16
0x810(φ25
-12穴)

380 16.3 6.194 95x4=380

継手板 WPL-9x280
x460(φ25
-18穴)

190 9.1 1.729 95x2=190

高力ﾎﾞﾙﾄ M22x90 (F1
0T)

4560 0.6 2.736 95x48=4560

高力ﾎﾞﾙﾄ M22x75 (F1
0T)

1710 0.6 1.026 95x18=1710

高力ﾎﾞﾙﾄ M22x85 (F1
0T)

304 0.6 0.182 主桁+桁受：4x19x4=304

高力ﾎﾞﾙﾄ M22x75 (F1
0T)

380 0.6 0.228 桁受+杭：95x4=380

備考： ｼﾞｮｲﾝﾄ（現場継手)は特記が無い限りH型鋼はﾎﾞﾙﾄ、矢
板は溶接とする

総質量（ｔ）
495.097
523.222

(　参　考　図　)



遊歩道
舗　装

舗　装
遊歩道

4.577 4.552

2.979

2.979

4.552
(ここを起点として5%にする)

M.L

M.L
A-A

B-B

BA=62.0

BA=54.4

(L=8.5m)

仮　設　道　路　詳　細　図

S=1:100(A1)

S=1:200(A3)
縮尺仮設道路詳細図

上北県土整備事務所

図面番号 6　葉中　6

令和８年度 十和田八幡平国立公園環境上質化

路 線

施工箇所

河 川
名

工事番号 環境 第 6891 号

青　森　県

十和田市大字奥瀬 　　地先

子ノ口港（宇樽部地区）

（宇樽部地区船舶撤去）工事

▽2.979(仮桟橋計画高)

FH=+2.100
H.W.L　+1.667

L.W.L　±0.000

陸　側

BA=24.6(9.5)

(L=15.5m)

C-C

吸出し防止材　W=6.22m
6.22×中段41m=255m2

A=9.5m2

測    点

土　量　計　算　書

距  離 掘削 盛土 備     考

断面積 平均断面 体    積 断面積 平均断面 体    積

-3.2 法尻まで
の距離0.0 0.0

A-A 3.2 62.0 31.00 99.2

B-B 8.5 54.4 58.20 494.7

+2.9 法尻まで
の距離2.9 0.0 27.20 77.5

-2.93
大型土の
うまでの
距離0.0 15.1

-1.43 法尻まで
の距離1.5 15.1 15.10 22.7

C-C 1.43 24.6 19.85 28.4

C-C 15.5 24.6 24.60 381.3

+1.43 法尻まで
の距離1.43 15.1 19.85 28.4

+2.93
大型土の
うまでの
距離1.5 15.1 15.10 22.7

合計 0.0 1154.9

(　参　考　図　)

31.4600 6.0400

31.46007.1400

8.5000


